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Abstract 
Bearing in mind the Japanese context, this paper elaborates on how maintenance of international children’s 
heritage language (HL) might contribute to the spread of bilingualism in the country. It also expands on the ways 
these young learners see themselves as well as how they are seen by their families and within their academic 
context. It is argued that young HL learners’ propensity towards bilingualism might not only pave these 
children’s way to the acquisition of a second and/or foreign language, but also contribute to future developments 
in foreign language learning among the monolingual sectors of society. 
 
キーワード：継承語、バイリンガル、子ども、日本 
 
1．はじめに 
２つ以上の言語を習得することは価値あることだとされる今日の社会において、既に多くの人々が
そのような能力を保持しているという事実を我々は認識しているであろうか。Grosjean(2010)は、世
界の人口の半分がバイリンガルであると報告している。バイリンガルであるということは、①個人が
選択する学習言語として習得する外国語と、②母親または父親の話す言語圏以外で暮らす際に移住先
の言語（第二言語/L2）と親の言語を話すケースがある。本稿で対象とする日本で育ち生活する外国籍
の子どもは、第二言語として日本語を習得すると同時に親の言語も習得中であり、以下親の言語を継
承語と表す。ここで対象とする継承語を学ぶ子どもとは、日本語以外を母語とする親を持ち、日本で
育ち教育を受け今後も基盤を日本に置き生活する子どもである。彼らのように海外にルーツを持ち日
本で生活する子どもの多くは、継承語よりも日本語が優位となる傾向にあり、日本社会の一員である
ことに誇りを持っている。 
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本稿では日本で生まれ育つ外国籍の子ども、すなわち継承語学習者がどのような価値を自身に感じ
ているのか、彼らを取り巻く教育環境のはどうであるか、また家族は彼らにどのような期待をしてい
るのかを論じる。外国籍の子どものように日本語に加え親の母語である国の言語を継承する子どもの
存在が、日本社会が目指すバイリンガリズムや国際化の意識の向上に役立つことに繋がると考える。
更に、外国籍の子どもが家庭や学校で意欲的に継承語や第二言語を学ぶことは、彼らの日本語および
外国語学習動機への好影響となり、その結果多言語話者が増加し、少数言語話者の社会的ストレスの
軽減ともなる。 
 
2．継承語・第二言語（L2）・外国語の習得者と学習者 
継承語、第二言語（以下 L2 と示す）、外国語はその国、地域の多様な環境、必要性、学習者の動機
などにより学ばれている。筆者は外国語と継承語を教え、また L2を習得する経験から、継承語、L2、
外国語話者と習得者を次の 3つのグループに分けることができると考えた。1.積極的継承語話者、2.
半積極的継承語話者、3.意欲的外国語学習者である。 
第 1グループの積極的継承語話者は、生活の中で継承語を実際に話す機会が豊富であり、その地域
で話される言語の他に、当人の先祖（例えば移住元の国）から受け継がれてきた言語を地域で話して
いるケースである。実際、多くの国では様々な背景を持つ人々が集まり、地域の中で多言語が使用さ
れている。Grosjean(2010)は Ethnologueを引用し、おびただしい数の言語が一国で使用されている例
として、ナイジェリアでは 516語、インドでは 427語、オーストラリアでは 275語、ブラジルでは 200
語、カメルーンでは 280語をあげている。 
 第 2グループの半積極的継承語話者は、モノリンガル社会に暮らす外国籍の子どもや移民の子ども
が多く、継承語を話す機会が少ないまたは無いために、継承語の維持が困難なケースである。中には
継承語を忘れたり失ったりするケースもある。Krashen(1998)は、外国籍の子どもは継承語を話すと思
われているが、実際は言語の維持や習得に至らず、代わりにその社会で話される言語が優勢となるこ
とを述べている。このような事態は継承語を失うという言語だけの問題に留まらず、先祖からの文化
や遺産をも失う事態になりかねない。 
 第 3グループの意欲的外国語学習者は、自身の第一言語以外の言語、外国語を学ぶことに意欲を持
ち、ランゲージクラスに通うなど目標を持ち学ぶ人たちである。Cookと Singleton(2014 )は、学習者
は学校で学ぶ言語を実際の生活で使う機会は少ないが、その言語の使い方を学び、その言語を話す人々
と交わり意思疎通できることを目指していると述べている。特にモノリンガル社会では、外国語を習
得するというスキルに高い価値がおかれ、社会で必要とされる人材となり得るのである。 
 
3．日本における継承語・外国語習得・学習者 
 前項で述べた 3つのグループについて、日本での言語環境を考察する。日本語を L2として暮らす人々
の増加から、第 1グループの言語習得・学習者が見られるようになったと思われるが、実際は第 2グ
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ループに相当する人々が多い。日本では国際化の名のもと、外国語習得のための教育や学習機会が増
えバイリンガル話者が増加しているが、その一方で、実際の生活の中では、外国語に関わり学習した
言語を上達させる機会は多くはない。このような中、文部科学省は英語力を強化するために公立学校
の英語授業を増やす政策を打ち出した(MEXT,2003)。しかしここで触れておきたい点として、日本の学
校には既に英語に限らず日本語以外の言語を話すというスキルを身につけた子どもたちが多く在籍し
ていることである。Montrul(2012)によると、継承語は移民者とその子どもたちが話す言語とし、本稿
で記す継承語を話す子どもは、親が日本に移住し日本で生まれ育つ子どもである。現在、日本にはこ
のように海外にルーツを持つ多くの人々が多様な言語、文化を持って日本で暮らしており、この点に
おいては国際化が進んでいると言える。しかし、日本社会における国際化のニーズやバイリンガリズ
ムのイディオロギーのもとではその価値は認められているとは言えない。ましてや日本の学校に通い
日本の文化や言語に囲まれた生活を送る外国籍の子どもたちにとり、祖父母や親が話す言語を継承し
自分の言葉として使い続けるということは困難である。結果として半積極的継承語話者となるのであ
る。移住の結果、親から子へ継承されるべき言語を含めた文化的遺産が途切れてしまうことは大きな
損失であり、その解決方法については社会全体で考えるべき課題である。 
 
4．継承語を子どもたちが維持するために 
 我々大人たちが職場、家族、友人などとの関わりを通じて思考や人間性を深めるのと同じように、
子どもも家族との生活、学校での出来事、友人との出会いなどあらゆる体験が自身の存在について考
えるきっかけになり、また将来どのような自分になりたいかという考えの礎となっている。移住した
子どもたちは、幼い時から家庭内で継承語に触れ、無意識に 2つ以上の言語を話すことや、言語・文
化の“違い”のある生活を送っている。しかし残念なことに、日本の生活では“違い”が良いことだ
と認められているとは限らない。例えば、学校や家庭では継承語を学ぶための十分なサポートが無く、
継承語が身につかないケースをしばしば目にする。継承語維持のサポートが十分得られない理由の 1
つは、日本語と継承語の 2言語を同時に習得することが一方の言語の習得や学習に負の影響を与える
という不安や誤解から生じていると考えられる。しかしバイリンガリズムに関する研究では、Cook と
Singleton(2014)が次のように述べている。2つの言語を併用して子どもを育てることが適切かどうか
を心配する親がいるが、それが子どもに悪影響を与えるという根拠はない。むしろ言語を使う能力や
相手のことを推測し理解するという特有のスキルを獲得することができる。 
 親はバイリンガリズムについての理解が乏しいことに加え、厳しい生活環境におかれていることも
子どもの継承語維持の妨げとなっている。日本への移住者の多くは派遣会社からの斡旋やパート形態
の雇用のため、不安定な収入や困難な生活を余儀なくされる。日々の忙しい生活の中では、言語や文
化の違いによる戸惑いや疑問を解決しようという心の余裕は薄れてしまうであろう。家庭で使う言語
習得のサポートが乏しい状態で日本の教育を受ける子どもたちは次第に日本語を習得し、結果継承語
は劣勢となってしまう。また多くの親は家族の話す言語を一時的に子どもが話せなくなっても、いず
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れ帰国した時に取り戻すことができるであろうと考える傾向にある。Lask(2000)はブラジルから日本
への移民に関する研究で、帰国することで子どもの言語力も取り戻せるというマジックは存在せず、
むしろブラジルの学校へ編入する際に苦労していると報告している。また、ブラジルから日本へ一時
的に移住したブラジル人の多くは、来日時に考えていた予定よりも長く日本で暮らす傾向にあり、結
果として彼らの子どもは家族の言語を取り戻せないままとなってしまう。 
 文部科学省のデータによると、2014年には73,298人の外国籍児童生徒が日本の公立学校に在籍し、
その数は前年度よりも 1,744名増加している（MEXT,2014）。しかし外国籍の児童生徒の継承語をサポ
ートするための対策はほとんどなされていないため、外国籍の児童生徒の言語力について学内で適切
に評価されているかは疑問である。さらに、日本語を第一言語としない外国籍の子どもに対してはバ
イリンガルとは言われずに、“セミリンガル”、“ダブルリミテッド”、“中途半端”と表現される
（Caltabiano,2009）ことから、彼らの言語能力が正しく表現されているとは言い難い。日本では日本
人と外国籍の親を持つ子どもは“ハーフ（mix race children）”と呼ばれるが、両親が外国籍の子ど
もの場合、その子が日本で生まれ育っても“外人（foreigner）”である。外国人や移住者に対するこ
のような属性は、日本独自の言語、文化、民族的背景が関係している（Shimizu & Shimizu,2001; 
Takenoshita,2005）という研究が報告されている。日本で生まれ育ち日本人と同じように考えたり行
動したりする外国籍の子どもにとり、このような属性の隔たりは受け入れ難く、日本の文化に同化す
ることを優先し自身の民族性に関わる文化や言語を受け入れることを拒むことになる。 
 
5．子どもが継承語を維持することの利点 
 日本の学校に通う児童生徒が外国語として英語を学ぶことや、外国籍の子どもが日本語を学ぶこと
の重要性は誰もが認める事実であるが、同様に外国籍の子どもが彼らの継承語を学ぶことにも多くの
利点が考えられる。継承語を話す外国籍の子どもが日本語を学ぶことに苦労することがあるが、
Muramoto(2016)は彼らが最初に学ぶ言語（継承語）と L2（日本語）の習得には強い関係性があり、継
承語の習得が日本語の習得にも良い影響を与えると言及している。また Muramotoは、外国籍の子ども
が多言語を維持することで、日本の教育を受ける過程で直面する様々な障害を乗り越える手助けとな
り、適切な進学先や教育機関を選択する際の強みになることも言及している。 
 さらに、継承語を学ぶことが学校で推奨されることは、多くの外国籍の子どもが抱える日本語を学
ばなければならないという不安を減少させることにもなる。MacIntyre と Gregersen(2012)は、言語
を習得しなければならないという不安が、習得を遅くさせる最も大きな要因の一つだと指摘している。
つまり外国籍の子どもが抱える日本語習得への不安が彼らの学校での行動や学習態度に影響し、欠席
数の多さや退学にもつながっていると推測できる。日本語を学ぶことと並行して、母語を学び維持す
る必要性を子どもに教え自信をつけるためのサポートを行うべきだ（Enori,2000)とあるように、継承
語の維持が推奨され子どもの言語に対する不安が軽減することで、学校での行動や学習態度の問題も
改善されるであろう。 
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 通常日本の学校環境では、外国籍の子どもが日本語以外の言語を習得することに必要性を感じるこ
とはないが、外国籍の子どもが継承語を学び維持することは、同じ教室で学ぶ日本人の子どもにも利
益をもたらすと考えられる。モノリンガル社会で育つ日本の子どもたちが、学内で多様な言語や文化
を持つクラスメイトと学び活動することは、彼らの国際感覚に好影響となるであろう。外国籍の子ど
もの持つ言語能力を彼らの家庭から学校社会に引き出し、日本のバイリンガルリズムの道を切り開く
べきである。学内や社会で多様な言語への価値が認められ、バイリンガリズムが主流の考えとなれば、
継承語を学ぶ外国籍の子どもにとっても外国語を学ぶ日本の子どもにとっても前向きな言語学習環境
が整うことになる。アメリカのように、教育システムが中央から地方へ分権化され移民の子どもに対
するインクルージョン教育が進められている（Holloway & Yamamoto,2003）国とは違い、日本の公立
学校では、多言語、多文化を有する外国籍の子どもの能力が賞賛されることはなく、適切な対応のな
いままその個性は埋もれてしまう。 
 L2を学ぶことに対する前向きな考えや取り組みが学校全体に広がることは、英語学習にも良い影響
を与えることになる。英語や日本語は１つの“lingua franca”つまり、言語やバックグラウンドが異
なる人々が使う共通語として学ぶものであるという、言語への理解が深まり、外国籍の子どもが日本
語を学ぶ時に感じる不安や問題は、日本の子どもが英語を学ぶ時に感じる不安と同じだと気づくこと
ができる。このように外国語や多文化を受入れ学ぶことを推進することで、学校全体がバイリンガリ
ズムを共通認識するようになり、いずれその考えがコミュニティーや社会へと広がることを期待した
い。 
 
6．結論と提案 
 これまでの研究や調査では、外国籍の子どものニーズと合致しない日本の言語教育プログラムにつ
いての指摘がされている。筆者は外国籍の教育者として実際に子どもたちに接し支援する立場であり、
そのような問題について十分承知し理解している。現実には親はバイリンガル教育プログラムではな
く、モノリンガルでの教育を選ばざるを得ないのである（Maxwell,2008）。日本での生活が長期化し日
本の学校に通う子どもは、L2として日本語を学ぶ環境におかれるが、継承語の維持や日本語を学ぶこ
との価値や意義の理解が不十分なまま日本語が優位となってしまう（McMahill & Muramoto,2012）。ま
た、日本の教育機関は外国籍の子どもの入学または編入を受け入れるが、彼らへの適切な指導が可能
な体制ではない場合や、専門知識を有する教師がいないことも問題である。Sakuma(2006)は、国や地
方自治体が協力して社会的立場の弱い家族やその子どもたちへの支援を行う責任について述べている。 
 外国籍の子どもの教育先としては、エスニックスクールも選択の一つである。継承語での教育が利
点だが、日本での生活が長期化し子どもが日本の高等教育機関への進学を目指す場合、学習言語とし
ての日本語力が不十分となることが欠点である。日本の教育機関で学習する場合、学校によっては子
どもの日本語力に応じて日本語教室や国際教室での取り出しサポートが行われるが、地域や学校によ
る違いが大きいため、適切で安定した支援やプログラムが提供されているとは言い難い。また外国籍
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の子どもは就学義務が課されないことも一貫した教育を困難にしている。このような状況では、外国
籍の子どもの可能性や将来性を広げることや、日本の子どもたちと供に学び合うことは叶わない。 
 子どもが日本語で教育を受け、日常的に日本語に囲まれた生活を送る中では、子どもが継承語を維
持するための行動を親が起こさなければ、継承語の喪失はもちろんのこと自身の国のルーツに関わる
アイデンティティや国との関わりも薄れてしまう。つまり、子どものバイリンガリズムをサポートす
るためには、言語を含め自身の国の文化習慣についても子どもが触れることのできるような親の前向
きな姿勢や対策が必要である。Muramoto（2016）は、親が話す言語を子どもが話すことや家庭内が多
文化であることは自然であるが、今やその継承のサイクルは成り立たず、外国籍の家族全体が文化や
継承語存続の危機にさらされていると言及している。親の言語と、子どもが日常的に聞き教育を受け
る言語が異なる場合、子どもが親の言語を学べる環境を作ることは、子どものバイリンガリズムを育
てるための親の大きな役割だと言える。また、そのような取り組みが国際化に対応し得る子どもの育
成に大きく寄与するのではないだろうか。 
 継承語を維持することはその文化とどのように関わるかということでもある。Alzayed(2015)は、子
どもが文化的アイデンティティを保持するために親が取り組む方法について述べおり、宗教や信条は
文化を理解し継承するための重要な要因であると報告している。また、親が子どもに本を読み聞かせ
ることや国の祝日について話すこと、地域で行われるその国の行事やお祭りに参加し、子どもが同じ
文化を共有する仲間づくりをすることから国の習慣や考え方を知ることができる。親がどのような家
族で育ちどんなことをしたかなど家族の思い出を話したり、親が積極的に継承語を家で話したりする
といったシンプルなアプローチも子どもが自身のルーツや文化的背景に興味を持つきっかけとなり結
果継承語の維持にもつながる。親の国への一時帰国は継承語と文化的アイデンティティの維持のため
には最も有効な手段である（Hinton, 1998）ことは言うまでもない。 
 外国籍の家族は日々様々な課題を抱えながらそれを乗り越えて生活しているが、彼らの努力や苦労
は世間ではあまり知られていない。それどころか、外国籍の子どもに対する批判的な意見が聞かれる
ことは残念なことである。これらの問題に関する報告では、国としての施策が十分ではなく問題の解
決に至っていないといえる。外国籍の親は継承語の維持を通じて子どもたちの国際的アイデンティテ
ィの形成に取り組むものの、必要な支援が保障されていない。外国籍の人たちの日本語習得を問題に
するのではなく、多言語の価値を認め合い学ぶことのきるプログラム開発の向上が重要なのである。
国、ルーツ、使用言語に関わらず、現在日本で学び生活する子どもたちこそがこれからの日本社会の
担い手である。外国籍の子どもが継承語を学び社会で活躍できる場が増えることで日本のバイリンガ
リズムが促進され、ひいては国の国際化にも貢献できると確信する。 
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